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 Rn-222 長距離輸送モデルを改良し日本国内 Pb-210沈着量分布の再現の可能性及び現状の問題点を 72 km

及び 9 km格子を用いた試計算で議論する。冬季日本海側での大きな降下量は良好に再現できるが、詳細分

布はモデルによる地形表現の影響を受ける降水の再現性に依存することが示唆された。 
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1.諸言  大気降下 Pb-210 は食物経由内部被ばくの要因であり、地表面物質移行のトレーサとして

も活用され、降下量分布の把握が必要である。既往研究により、冬季日本海側で降下量が顕著に多い

こことが既知で、季節風と降水の重畳によると解釈されている。しかし、日本海側での南北分布、沿

岸域内での降下量分布、詳細な季節依存性等の詳細が不明であり、降下後の Pb-210移行評価での境界

条件が曖昧である。そこで本研究では、Pb-210輸送・沈着モデルを開発し、これらを検討する。 

2.方法  Rn-222 輸送モデルに Pb-210 までの 4 壊変核種

（Po-214以外）の輸送・沈着過程を組み込んだモデルとし

た。領域内の風速、雲・降水等の気象場計算に基づき、Rn-222

と壊変核種の輸送を計算し、湿性沈着では降水形成雲の高

度を考慮した計算とした。領域は日本周辺を主対象として、

北半球－東アジア域－日本周辺の 3段のネスティングとし

た。水平格子は東アジア域 72 km、日本周辺 9 kmで、これ

らの比較により、降下量再現性を検討した。期間は、2011

年 12月から 2017年 2月（冬季のみ 5年分）とした。 

3.結果  72 km 格子計算では、日本海側での冬季の大き

な降下量等の全般的な特徴は再現されるものの、観測値と

の比較では全体的に過小評価であることが示された（図 1）。

9 km計算では、一部の計算で過小評価が改善され実測に近

い降下量が得られたが、一部では過小評価が改善されず、

その要因は気象場計算での地形の再現性に起因する降水の

再現性が十分でなこことによると推察された。9 km計算結

果の解析から、日本海側での標高 100 m程度以上の地形に

より生じる降水が降下量極大に対応しており、地形から海

側（風上側）100 km程度の範囲で降下量が顕著に多い領域

が形成される一方、陸側の範囲は比較的狭いことが示され

た（図 2）。朝鮮半島付け根から伸びる日本海寒帯気団収束

帯に対応する高降下量領域が特徴的である。 
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図 1 月間降下量分布の計算結果（2011-16

年の 5年平均）と実測の比較。実測は
石川県保健環境センターによる。 

 
 

図 2 12 月の Pb-210 月間降下量分布の計
算結果（2011-16 年の 5 年平均）。水
平格子間隔 9km。 
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